宿所の オヤ ジ、 カン シャク を 起して 告訴に 及ぶ。 哀 

れ、 神様 及び その ケン族 は、 警察に 留置 さる。 呉 氏、 

慌てふためき、 これ を もらい 下げる。 時に 対局 二日 前 

の 夜 也。 

呉 氏ら、 リュックサック を かつぎ 神様 を まもって、 

警察の 門から ネグラ を もとめて 行方 をく らました が、 

ゥ カツ 千万に も、 日本中の 新聞記者が、 この 行 先 をつ 

きとめる こと を 忘れて いたので ある。 

キ チヨ ウメ ンな呉 氏が、 約束の 時間に 現れない から、 

さて こそ 神託に よって 禁足 か。 捜索隊が 東京、 横 浜に 

出動す る。 徒労。 悲報の み、 つ、 V いて 至る。 



Hi ハ氏、 目 をと じ、 ウッラ、 ウッラし ている。 目 をと じ 

からだ を 左右に ゆさぶ つ ている の は 呉 氏の クセ である 

が、 どうやら 本当にね むいら しく、 コック リ やり、 パ ヅ 

と 目 を あけ、 慌て、 立ち上る。 四 五分して、 目 をパッ 

チリ させて、 新しい 顔で、 もどって きた。 

下 

横綱 前 田 山、 観戦に 現れる。 前 田 山、 先般、 月刊 読 

売 誌上に、 呉 氏に 八 子で 対戦、 敗北した が、 角界 随一 

の 打 手の 由で ある。 



読売 の 黒白 童子 を 立 会 人と し、 自動車 に 同行せ しめる 

こと、 して、 呉 氏 承諾。 

この 車に 同車して 僕 も 一応 家へ 帰る。 本因坊に、 今 

日の 勝負の 感想 を 問う と、 まだ 分りません。 二日 目の 

午後、 三日 目の 午前中が 勝負 どころ になる でしようと 

答えた。 

翌朝 八 時に、 もみじ 旅館へ 到着す ると、 ようやく 呉 

氏が 起きて きたと ころ だ。 食事です、 という 女中の 知 

らせ にも拘らず、 食卓へ 現れず、 しきりに 荷物 をゴ 

ソ/^ かきまわして いるから、 さて は 持参の 卵と リン 

ゴを 探して いるな、 と 女中が 察して、 
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